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小学校国際理解学習の改造
一小六総合学習「みんな地球人」を手がかりに－
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１。はじめに

現行学習指導要領は
，小学校社会科における国

際的視野の形成を重視し
，「国際社会に生きる」

という文言を新たに教科目標に明記した1几そし
て
，この目標に関連して，各学年で世界を視野に

いれた内容が取り上げられている
。　６年生では，

匚わが国と関係の深い国の様子や国際社会の中で
占めているわが国の役割

」が取り上げられ，５年

生までの授業との関連がはがられている2）
。こう

した傾向は
，匚国際化」の進む現代社会の変化に

対応した内容として評価できる
。しかし，一方で

その内容は言‾自国の文化
・伝統・歴史や他国と

は違う自国の優秀性が強調されているので
，自国

中心的国際的視野の形成に陥ることになる問題か
おる

」と指摘されている3）。そのため，現行学習

指導要領に規定された実践では
，匚児童・生徒に，

より広いグロ
ーバルな視野で主体的に現実社会の

諸課題に関わろうとする力がついていかなかった
」

とも指摘されている4）
。そこで，本小論では，小

学校における国際理解学習の改造の方途を明らか
にしたい。

社会科教育における教科教育研究では
，授業実

践の科学化を目指して
，日々行われている教育実

践の事実を対象に
，優れた授業実践に内在する理

論を明らかにしようとする研究と
，明らかにされ

た理論を授業実践を通して検証しようとする研究
とによって

，授業の改革と理論の究明が進められ

てきた5）
。本小論でも次の研究方法を取る。

第
一に，国際理解学習の改造を意図したこれま

での先行研究，及び実践を検討し，改造授業を仮
説的に構成する。

第二に
，仮説的に構成した改造授業を実施する。

第三に
，児童の変容や授業に対する評価を手が

かりに
，実施した改造授業を検討し，小学校にお

ける国際理解学習の改造の方途を明らかにする。

２。改造授業の構想
（1）先行研究の検討

ここでは
，国際理解学習の改造を意図した先行

実践や先行研究の中から
，紙幅の関係で次の二つ

を取り上げる6）。

まず
，大津和子氏の『国際理解教育一地球市民

を育てる授業と構想
－』に報告されている授業実

践を取り上げる7）
。報告されている六つの授業は，

高等学校の匚現代社会
」で実施されたものである。

したがって
，小学校における国際理解学習を構想

する際には
，児童生徒の発達段階の違いを考慮に

入れる必要があろう
。　しかし，匚生徒自身が活発

な学習活動をすることにより
，知識理解だけでな

く
，技能の習得や態度の育成をも可能にするよう

な授業はつくれないものだろうか
」という問題意

識のもとで行われたこれらの実践から
，現行の国

際理解学習を改善する手がかりが得られるのでは
ないかと考えたのである。

これらの実践は
，「生活と文化」匚世界の諸問題」

匚未来の世界
」といった内容を，匚統計分析」厂イ

ンタビュ
ー」匚仮説検証」「ロールプレイ」匚ゲー

ム
」匚壁新聞作成」匚シミュレーション」厂ディベー

ト
」匚ディスカッション」「意思決定」といった活

動を通して学習されるように構成されている
。授

業がこのように構成されているのは
，匚学習者自

身の主体的な活動を通じてこそ，技能の習得・態
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度形成の実現が可能」であるという考え方かおる
からである。

例えば
，生徒に［‾ベスト１に選ばれた］匚マイ

ノリティ
」という授業は，次のように実践されて

いる
。第工時では，厂導入」として，匚マイノリティ

マジョリティの概念を把握させるため
」に，シミュ

レ
ーションによる模擬体験が行われている。第２・

３時では
，厂問題の把握」として，マイノリティ

を理解するために
，アメリカのマイノリティを取

り上げた映画の鑑賞が行われている
。第４～７時

では
，厂問題の追求」として，世界のマイノリティ

についてのレポ
ートの作成が，グループで行われ

ている
。第8～10時では，同じく　匚問題の追求」

として
，アパルトヘイトを取り上げた映画の鑑賞

が行われている
。第ｎ～13時では，厂問題の表現」

及び
匚解決への模索」として，ロールプレイの台

本の作成と実演，参観後のディスカッションが行
われている。

すなわち
，本実践は言‾マイノリティの人権」

という地球規模での問題を取り上げ
，国際的視野

の形成をはかろうとしているのである
。そして，

シミュレ
ーションによるマイノリティの体験，映

画の鑑賞
，レポートの作成，ロールプレイ，ディ

スカッションといった活動を通して学習に対する
主体的な関与を促し

，技能の習得，及び見方や考

え方,態度の変容をはかろうとしているのである
。

しかし
，大津氏の実践は，実践上の関心から出

発したこともあり
，設定された個々の匚多様な学

習活動
」についてはその意図が説明されているが，

目標や学習指導過程などと関連づけて体系的に説
明されていない

。したがって，小学校における国

際理解学習を改造するには
，児童の実態や取り上

げる内容に関連させて
，実践されている「多様な

学習活動
」を手がかりに，匚知識理解だけでなく，

技能の習得や態度の育成をも可能にするような授
業
」を構成することが課題となる。

また
，大津氏の実践は，前述したようにいずれ

も
匚現代社会］の授業として実施されたものであ

り
，匚授業以外の場でもっぱら行われている」と

大津氏自身が指摘する厂現代社会
」という科目の

ない小学校や中学校の国際理解学習の現状の解決に言及するものにはなっていない8）。したがって，

小学校における国際理解学習を改造するには
，

厂生活と文化
」「世界の諸問題」匚未来の世界」と

い
った内容によって構成された国際理解学習を，

ひとまとまりの授業として実施するための教育課
程の検討が課題となる。

大津氏の授業実践で取り上げられている学習内
容と同様の内容を

，国際理解教育の学習内容とし

て主張されているのが
，小原友行氏の匚社会科と

しての国際理解学習を
」である9）。

この論文は
，匚国際理解教育と指導要領改定へ

の注文
」というテーマのもとに，ロページ注文」

として書かれたものである
。したがって，紙幅の

制約かおり
，論証に欠けるという限界がある。し

かし
，匚事実としての国際理解に基づいて，国際

社会の中でいかに生きるかを児童
・生徒に考えさ

せる
」国際理解学習を主張するこの論文から，現

行の国際理解学習が陥りがちな自国中心的な国際
的視野の形成から脱却する手がかりが得られるの
ではないかと考えたのである

。小原氏は，その内

容として
，次の三つを指摘している。

第
一に，「文化理解に関する内容」をあげてい

る
。すなわち，匚わが国と他国・他民族の人々の

暮らしや生活文化のちがいを比較してその個哇を
抽出し

，なぜそのようなちがいが生まれるのかを，

暮らしや文化の背後にある地理的
・歴史的・社会

的条件や価値観・生き方から理解する異文化理解
の内容」である。

第二に
，匚国際化社会の理解に関する内容」を

あげている
。「もの・人・情報の国際化，現代世

界の相互依存関係と競合関係
，国際協調・国際協

力の取り組み
，国際化の進展にともなう諸問題の

出現
」などが具体例として指摘されている。

第三に
，匚人類が地球的レベルでの解決を迫ら

れている内容
」をあげている。厂環境問題，南北

問題
，人口問題，食糧問題，資源・エネルギー問

題など
」が具体例として指摘されている。

しかし
，小原氏の主張も，テーマにもあるよう

に現行の社会科教育の枠内で主張されたものでは
ない

。したがって，小学校における国際理解学習

を改造するには
，小原氏の主張する内容構成を現

行の教育課程上で可能とする枠組みを検討する必
要がある。
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以上の先行実践
，及び先行研究の検討から，小

学校における現行の国際理解学習を改造するため
の基本的視点を

，次のように指摘できる。

第
一に，国際理解学習を，匚特定の教科の枠を

越えた
，合科学習ないしは総合学習として」構成

することである10）
。現行の国際理解学習を改造す

るには
，他国や他民族の人々の生活や文化，国際

化の進展にともなう様々な問題の発生と取り組み
，

地球規模の問題の存在と解決のための努力といっ
た内容を取り上げることが求められている

。した

がって
，教科の枠を越えた総合学習としで教育課

程上に位置づけ，総合的な内容構成をはかる必要
かおる。

第二に
，前述した内容に関連して，児童が共感

的な理解を深められる授業構成の手法を取り入れ
ることである

。検討した大津氏の実践匚マイノリ

ティ
」でも，問題に対する共感的な理解が，実体

験や映画の観賞を通して深められている
。したがっ

て
，学習者が匚アフリカの貧困問題や地球規模の

環境問題
，国内・国際的な人権問題などを，単な

る『知識』として他人事のようにとらえている
」

現状を改善するには
，人物への焦点化などによっ

て
，児童が共感的に理解を深められるように，授

業を構成する必要かおる11）
。

第三に
，児童の主体的な関与のもとで，知識の

獲得と活用をはかることである
。現行の国際理解

学習を改造するには
，匚学習者自身の主体的な活

動
」が求められている。したがって，ゲームやロー

ルプレイ
，ディベートといった匚学習対象に主体

的に関与していこうとする『参加型体験学習』
」

など
，児童の主体的な知識の獲得と活用を保証す

る学習活動を設定する必要かおる1≒

（2）改造授業の構想
前述した基本的視点にたち

，授業を総合学習と

して
，以下のように構想した13‰

学習内容は世界の国々で生活する人々の様子と
，

平和
・人権・環境といった地球規模の問題とを取

り上げ
，総合的な内容構成をはかった。この学習

で
，児童に理解させたい具体的内容，及びその構
成は次の通りである。
○それぞれの国の自然や国土，及び生活や文化の

ー

様子
○生きるための人々の努力

○地球規模の問題の存在と解決のための努力
○国際理解や国際協力を進める国，及び国際社会
の仕組みと努力

○国際理解や国際協力を進める行動
そして

，獲得した知識が多様な文化や価値の存

在を認める広い視野と
，地球的規模の問題を解決

しようとする意欲や態度に結びつくことを意図し
て人物への焦点化をはかり

，学習への主体的関与
を促す活動を設定した。

このような考え方にたって
，３つの単元からな

る改造授業を構想した。具体的には，次の通りで
ある。

第１単元は
，児童の興味関心を触発し，国際理

解学習への導入をはかる単元として位置づけた
。

そのため
，クラスごとに一つの国を取り上げ，そ

の国の自然や国土
，人々の生活や文化など，取り

上げた国を匚まるごと
」学習させる。したがって，

教科や領域を横断し
，多面的に学ぶことになる。

取り上げる国は
，タイ，フィリピンなどのアジ

アや
，アフリカ，中南米の国々を取り上げる。こ

れらの国を取り上げる理由は
，次の通りである。

第
一に，これらの国々を児童がよく知らないから

である14）
。その上，テレビなどの情報によって，

発展途上国に対する否定的な印象が見られるから
である

。　したがって，この単元での学習は，表面

的で断片的なものになる可能性もある
。しかし，

児童にとって
，それぞれの国に対する認識を深め

ていく上で
，また国際的視野を形成していく上で，

こうした国際社会に対する興味や関心が
，本単元

以降の学習のよりどころになると考えた
。第二に，

タイヤフィリピンを取り上げる理由は
，本学年に

タイヤフィリピン出身の児童かおり
，同じクラス

の児童にとって身近な国であること
，当該児童を

中心に学習できること
，などからである。また，

取り上げた国及びそこで生活する人々に対する共
感的な理解をより強めるため

，児童の保護者や地

域に住んでいる方なども招き，授業を進めたいと
考えた。

そして
，この単元では，インタビュー，それぞ

れの国の食事や遊びなどの実体験，映画や音楽な
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どの鑑賞,取り上げた国を紹介するパンフレット
作りといった学習活動を設定し

，児童の主体的な

関わりのもとで，知識の獲得と活用をはかろうと
した。

第２単元は
，児童の国際的視野，及び世界に関

する問題関心を広げる単元として位置づけた
。そ

のため冂固々の児童が興味を持ったことを選択し
，

調べ，まとめるといった児童を主体とした学習活
動を設定した。

課題としては
，前単元の学習を通して生まれた

疑問
，世界の他の国々に対する興味，自分だちと

は異なった生活や文化などに対する関心などが考えられる。したがって，多様な課題内容を許容す
る。
単元の学習の終りには学習発表会を設定し

，調

べた
ことを交流させる。

第３単元は
，児童の国際理解，及び世界に関す

る問題関心を深める単元として位置づけた
。その

ため
，人権，貧困，貿易といった地球規模での問

題を体験的に学ぶゲ
ームやシミュレーション，国

際協力や友好を深めるために活動している人に話
を聞く

，これまでの学習のまとめとして構成的活

動を行うといった学習活動を設定した
。これらの

主体的な学習活動を通して知識の獲得と活用をは
かること

，実際に活動されている方を通して共感

的な理解を深めることなどを意図した
。

なお，本改造授業の目標
，及び指導計画は以下

の通りである1≒
＜本学習の目標＞［総合目標］

○世界に存在する様々な文化や価値を認め
，平和

や人権，環境といった地球規模の問題に関心を
持つ。

＜本学習の指導計画＞

小単元「まるごと○○
」　　　　　‥艫2時間

小単元匚こだわりワ
ールド」　　　･‥８時間

小単元厂みんな地球人」　　　　　…31時間

３。改造授業の実際

小単元匚まるごと○○
」では，クラスごとに一

つの国を取り上げ
，その国の自然や国土，人々の

生活や文化について学習した。本学級では，タイ

を取り上げた。

他の３クラスは
，フィリピン，インド，ブラジ

ルといった国々を取り上げた
。フィリピンを取り

上げたクラスにはフィリピン出身の児童がいたの
で
，当該の児童，及び保護者の方に助けていただ

いて授業を進めた
。また，インドやブラジルを取

り上げたクラスでは
，近くにあるインド料理店の

方や地域に住んでいる方をゲストスピーカーとし
て招き，授業を進めた。

授業では
，まず最初にタイ出身の児童の保護者

の方を招いた
。保護者の方はタイの民族服を着用

し
，児童の質問に答える形で，タイの自然，人々

の生活や文化などについて話された
。タイの子供

の遊びは，実際に体験した。音楽や踊りは，視聴
した。

次に
，タイ出身の児童が，自分の生活経験に基

づいて
，日本と比較しながらタイについて説明し

た
。その後，児童から質問を受けた。児童は，

匚タイの町と日本の町とでは
，ちがうところはあ

りますか
」「タイの学校と日本の学校のちがうと

ころはどんなところですか
」厂タイの国では，ど

んな遊びがはやっていますか
」匚日本のおかねは

『円』だけど
，タイのお金はどういう名前になっ

ていますか
」厂タイのスポーツを教えてください」

厂お母さんがきていた洋服の値段はいくらですか
。

パーティーなどの時は
，あの洋服でなくてはいけ

ないんですか
」などの質問をした。

その後
，ユネスコ・アジア文化センターから借

りた『リアムのいる村』というVT R,保護者の
方から借りたタイのＶＴＲなどを見たり

，ミュー

ジックテ
ープなどを聞いたりした。

さらに
，保護者の方が作られた匚トムヤンクン」

というタイの料理をみんなで味わった
。この時，

新たに児童から出されていた質問にも答えていた
だいた。

最後に
，これまで学習したことを周囲の人々に

知らせるパンフレットづくりを行い
，作品の発表

会を行った
。児童は，パンフレットの内容として，

タイの自然
，気象，国土の広さや様子，歌や踊り

などの文化
，子供の遊びや学校生活，衣服や食事

や住まいの様子，通貨，国旗，国技などを取り上
げて作成した。
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小単元「‾こだわりワ
ールド」では，児童が興味

を持ったことを選択し
，調べ，まとめた。児童は，

匚まるごと○○
」の勉強を通して興味を持ったこ

と
，日ごろ興味を持っていること汀ガイド」（テー

マや調べ方
，調べるための資料などが例示されて

いるもの
。　８テーマを作成した。）から示唆を受

けたことなどからテ
ーマを選んだ。そして，ユネ

スコ
・アジア文化センターやユニセフから借りた

資料,市販の図書,地域に住んでいる外国人の方
，

各国の大使館（電話で承諾を取った後手紙を出し
たり

，インターネット上にホームページを開いて

いる国はコンピュ
ータでアクセスした。）などを

手がかりに，各自の選んだテーマにそった調査を
進めた。

児童が調べて分かったことは
，そのつどミニ発

表会を開き
，他の児童にも知らせた。また，最後

に
，学級の保護者を招いて，学習発表会を開いた。

本学級の児童が調べた課題は
，匚ユネスコつて

知ってる
」匚世界の名物料理を調べる」「‾世界の国

鳥を調べる
」匚世界の国旗を調べる」厂世界のいろ

いろな家を調べる
」匚世界のお金を調べる」「世界

のあいさつを調べる
」匚世界の国技を調べる」匚世

界の服を調べる」匚世界の管楽器を調べる」など
である。

小単元「“みんな地球人
」では，ユニセフの方や

外国人のための情報紙を作っている地域のボラン
ティアの方をお招きし

，話を聞いた。

ユニセフの方は汀ユニセフの組織と仕事
」厂世

界各地の子どもの暮らしの様子
」について話され

た
。そして汗世界各地の子どもの暮らしの様子」

にかかわって
，水くみの疑似的体験や経口補水塩

の作り方と試飲
，及び利用方法，ｖＴＲｒ‾私を忘

れないで
」の視聴が行われた。 VTR 匚私を忘れ

ないで
」は，平和・人権・環境といった地球規模

の問題を
，世界各地の子どものくらしを通して映

像化したものである。

ボランティアの方は
，厂ボランティアを始める

きっかけとなったアメリカでの生活
」厂情報紙作

りの様子
」匚ボランティア活動の苦労や喜び」匚地

域に住んでいる外国人との交流活動の様子」につ
いて話された。
最後に，これまで学習したことを劇にまとめ上

－

演した
。構成劇「みんな地球人」は，これまで学

習した各国の歌や踊り
，ユニセフの方が上映され

たＶＴＲ匚私を忘れないで
」などを取り入れ，構

成した。そして，６年生の保護者，及び教職員の
前で上演した。

４
。改造授業の検討

（1）児童の反応

本改造授業を検討するため
，授業終了後，質問

紙による調査を実施した1≒質問は，次の二つで
ある。

１
．総合学習『みんな地球人』の勉強はどうで

したか。また，そう感じたわけをかいてくだ
さい。

２
．総合学習『みんな地球人』を勉強して，役

に立ったことはありますか
。また，役に立つ

た
ことを教えてください。」

すなわち
，この二つの設問によって，匚児童は

改造授業をどのように評価しているのか
」「改造

授業を通して
，児童にどのような変容があったの

か」を，主観的側面から把握しようとしたのであ
る1≒

まず
，厂総合学習『みんな地球人』の勉強はど

うでしたか
」という設問に対して，匚おもしろかっ

た
」と答えた児童は22人64.7%,匚どちらともい

えない
」と答えた児童はｎ人32.4%,匚つまらな

かった
」と答えた児童は工人2.9%であった。

匚おもしろかった
」理由として，厂タイという

国の食べ物
，服装，学校生活などがいっぱい聞け

て
，そして実際にやってみたりしたからです」

匚知らなかったことや知らない言葉
，あいさつ，

国旗
，楽器などがわかったからです。ユニセフの

人に聞いた話だって
，水に砂糖と塩を混ぜて下痢

の薬なんていうことを聞けたからです
」匚最初，

ユニセフとはなんだか分からなかったけれど
，こ

れをやってよくわかった
」というように，「`おも

しろかった」と答えた児童の64％が,学習内容に
かかわる

理由をあげている。

また
，匚ただ調べただけでなく，劇にしてみた

り
，いろいろな国のおどりや歌をやっていったり

して
，楽しかったから」匚コチャコーンさんのお

母さんに民族衣装を見せてもらったり，遊びを教
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えてもらったりといろいろ体験できたのがよかっ
たです

。最後にまとめで，劇をやったり，合唱を

や
ったり，合奏をやったのがおもしろかったから

です
」「私は，『ユネスコ』について調べました。

調べて画用紙にかくのは大変だったけど
，調べた

ことを親に発表できてよかったです
。それを劇な

どにしたのがよいと思いました
」というように，

匚おもしろかった」と答えた児童の60％が
，学習

方
法にかかわる理由をあげている。
匚どちらともいえない」匚つまらなかった」と

答えた児童の主な理由は
，匚調べるのはつまらな

か
ったけれど，料理や劇がおもしろかったので

『どちらともいえない』です
」匚話を聞いていると

き結構ながいことはなしてくれたけど長すぎて何
を言っているのか分からなくなったからです

。あ

と
，ほかはおもしろかった」厂話はおもしろかっ

たけど，長すぎる」などである。

次に
，匚総合学習『みんな地球人』を勉強して，

役に立
ったことはありますか。」という設問に対

して
，匚はい」と答えた児童は30人88.2%,厂いい

え
」と答えた児童は４人11.8%であった。

「‾役に立ったこと
」として，匚劇にも出てきた

けど
，私たちがいつもいっている学校に行けない

子供など
，小さいのにお父さんやお母さんもいな

いなんて,多分私たちには考えられないことを知っ
たことです

」匚いろいろな国のひとびとの生活の

様子が知れてよか
った」匚まるごとタイのことで

は
，タイの言葉や食べ物もどういうものがあるか

分か
ったから」と言うように，匚役に立った」と

答えた児童の63％が新しい知識の獲得によって国
際的視野が広が

ったことをあげている。

また
，厂劇とかも見て分かったけど，やっぱり

地球のみんなと助け合
ったりしたほうが平和だと

思いました
」匚地球には様々な人がいるというこ

とを知ることができたし
，草加にも外国人の人々

がいると知
ったので差別をしないようにと思うこ

とができたから
」匚私たちは親のおかげで学校・

塾
，いろいろなところにかよわせてもらっている

のに
，違う国では一日中働いて学校にもいけない

ということ
，ユニセフの人達はこうやっていろい

ろな国の人々を助けているということに
，『すご

いなあ』と思いました」というように，匚役に立つ
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た
」と答えた児童の23％が，新しい知識の獲得に

よって，自分の見方や考え方が変化したことをあ
げている。

さらに
，匚ボランティアなど貧しい人のために

何かやろうと思った
」厂役に立つたというよりか

勉強になりました
。よく町でぼ金などをしている

大はよく見かけるけど
，一度もしたことはありま

せん
。でも，ユニセフなどは，貧しい国の大を助

けようとしていることに気が
っきました。だから，

私も
，今度見かけたらぼ金をしようと思います」

匚私たちのように
，学校にも行けて，家族もみん

ないて
，食べ物もちゃんとあるというあたりまえ

のことができない子供は
，地球上にまだ大勢いる

という事実を知り
，自分も何かしてあげたいと思

うことができたこと
」というように，匚役に立っ

た
」と答えた児童の20％が，新しい知識の獲得に

よって国際的な視野が広がり
，自分の態度や行動

を変容させる意欲をもったことをあげている。

(2)改造授業の検討

本授業は
，総合的な内容構成,人物への焦点化，

児童の主体的な関与を促す学習活動の設定といっ
た基本的視点に立って

，現行の国際理解学習の改

造を試みた
。総合的な内容構成としては，世界の

様々な文化や生活,地球規模の問題の存在と解決
のための努力などを取り上げるとともに

，広い視

野と態度の形成を促すことを意図した
。そして，

総合学習として
，教育課程上に位置づけた。人物

への焦点化としては,それぞれの国で生活する人々
(特に同世代の子ども)

，国際協力や友好を深める

ために活動している人々を登場させた
。児童の主

体的な関与を促す学習活動の設定としては
，イン

タビューや実体験，調査や発表，構成的活動など
を取り入れた。

前述した児童の反応から
，本改造授業は，児童

に肯定的に評価されていると言える
。また，本改

造授業を通して
，児童は国際的視野を広げ，見方

や考え方，態度や行動を変容させたと言えるので
ある。
前述した本改造授業の基本的視点を

，児童の反

応を手がかりに検討すると
，次のように言える。

第一に，総合的な内容構成は，児童に肯定的に



評価されていると言える
。そして，このような内

容構成が
，児童の国際的視野を広げ，見方や考え

方,態度や行動の変容を促していると言えるので
ある

。例えば，厂知らなかったことや知らない言

葉
，あいさつ，国旗，楽器，などがわかったから

です
。ユニセフの大に聞いた話しだって，水に砂

糖と塩を混ぜて下痢の薬なんていうことを聞けた
からです

」というように，本改造授業の学習内容
は，児童にとって多様かつ新鮮なものであったこ
とが分かる。

また
，匚地球には様々な大がいるということを

知ることができたし
，草加にも，外国人の人々が

いると知ったので差別をしないようにと思うこと
ができたから

」厂私たちのように，学校にも行け

て
，家族もみんないて，食べ物もちゃんとあると

いうあたりまえのことができない子供は
，地球上

にまだ大勢いるという事実を知り
，自分も何かし

てあげたいと思うことができたこと
」というよう

に
，本改造授業の学習内容は，児童にとって感動

的なものであ
ったことが分かる。

第二に
，人物に焦点をあてだ授業構成の手法は，

学習内容に親近感を抱かせ
，共感的な理解を深め

ると言える
。例えば，「コチャコーンさんのお母

さんに民族衣装を見せてもらったり
，遊びを教え

てもらったりといろいろ体験できたのがよかった
です

」というように，児童は本改造授業における

大物の登場,及びそれに伴う学習活動を肯定的に
評価している。

また
，匚私たちは親のおかげで学校・塾，いろ

いろなところにかよわせてもらっているのに
，違

う国では
一日中働いて学校にもいけないというこ

と
，ユニセフの人達はこうやっていろいろな国の

人々を助けているということに
，『すごいなあ』

と思いました
」「ボランティアなど貧しい人のた

めに何かやろうと思った
」というように，児童は

本改造授業に登場した人物に親近感を示し
，生き

るための
，あるいは地球規模の問題を解決するた

めの人々の努力に共感し
，感情を移入しているこ

とが質問紙に対する答えから読み取れるのである
。

第三に
，児童の主体的な知識の獲得と活用を促

す学習活動は
，児童の見方や考え方，態度や行動

の変容を触発したり強めたりすると言える。例え

ば
，厂私は，『ユネスコ』について調べました

Ｏ調
べて画用紙にかくのは大変だったけど

，調べたこ

とを親に発表できてよかったです
。それを劇など

にしたのがよいと思いました
」というように，児

童はこれらの学習活動を肯定的に評価している
。

そして
，匚劇とかも見て分かったけど，やっぱ

り地球のみんなと助け合ったりしたほうが平和だ
と思いました

」匚役に立ったというよりか勉強に

なりました
。よく町でぼ金などをしている人はよ

く見かけるけど
，一度もしたことはありません。

でも
，ユニセフなどは，貧しい国の人を助けよう

としていることに気が
っきました。だから，私も，

今度見かけたらぼ金をしようと思います
」という

ように
，これらの学習活動が児童の見方や考え方

を深め
，態度や行動の変容を促していることが，

質問紙に対する答えから読み取れるのである。

５。おわりに

本小論では
，仮説的に構成し実践した総合学習

匚みんな地球人
」を手がかりに，小学校における

国際理解学習の改造の方途を考察してきた
。

本研究は
，小学校における国際理解学習の改造

の基本的な視点として,総合的な内容構成をはかっ
たこと

，人物に焦点ｲ匕した授業構成の手法を取り

入れたこと
，主体的な知識の獲得と活用をはかる

学習活動を設定して単元を開発したことに意義が
認められる。

しかし
，当初，本改造授業の第三次「みんな地

球人
」で予定していたゲームやシュミレーション，

フォトラング
ージと呼ばれる参加型体験学習が，

第二次「こだわりワ
ールド」の調査に時間がかかっ

たため実施できなかった
。　したがって，今後，改

めて本改造授業を実施し検討すること
，また本研

究で得た知見をもとに引き続き国際理解教育の授業を開発・実践し，検討することが課題である。
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加型体験学習
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5）中村哲『社会科授業実践の規則匪に関する研
究一授業実践からの教育改革－』清水書院

，

1991年, p.32.

6）紙幅の都合で取り上げられなかった先行実践
，

及び先行研究の
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・開発教育推進セミナー編『新しい開発教育の

進め方』古今書院, 1995年｡・田淵五十生「社会科と国際理解」社会認識教

育学会編『社会科教育学ハンドブック』明治
図書, 1994年, pp.57-66.

7）大津和子『国際理解教育一地球市民を育てる
授業と構想』国土社, 1992年

。
以下，とくに断らない限りは，ここからの引
用である。

８）大津氏は
，「多くの場合，国際理解教育は，

国際交流
・英語教育・帰国子女教育の推進など

に矮小化されている
」とも指摘している。

なお
，高等学校における「現代社会」は，

匚現代社会における人間と文化
」「国際社会と人

類の課題
」といった国際的視野の形成にかかわ

る内容も含んだ四つの内容から構成され
，「現

代の社会と人間についての総合的な学習」を意
図した教科とされている。

文部省『高等学校指導要領解説　公民編』実教
出版株式会社, 1989年, pp. 14-41.
9）小原友行「社会科としての国際理解学習を

」

『教育科学社会科教育J No.381,明治図書
，

1993年
９月, p.20.

10』水越敏行
・田中博之編著『新しい国際理解教

育を創造する
一子どもがひらく異文化コミュニ

ケーションー』ミネルヴア書房, 1995年, p. 1.ｎ）前掲資料4）
12）同上資料

工3）草加市立八幡小学校では
，自ら学ぶ力を育て

る教育課程の編成の工夫として
，総合学習を教

育課程の一領域に位置づけている。同校におけ

る総合学習とは
，児童が興味や関心を示す主題

のもとに
，関連する教科・領域の学習内容を再

構成したものである
。本改造授業は, 1996年度

に
，同校で実践したものである。

なお
，再構成した学習指導要領の内容は，以

下の通りである。

［国語］Ａ表現アイ
ェカキク

［社会］（3）アイ

［音楽］Ａ表現（2）ア（3）イ
Ｂ鑑賞（1）アウェ

［道徳］4（7）（8）［体育］表現運動（Ｄ（2）

14）改造授業を構想するにあたり
，事前に調査を

行った
。調査では，匚知っている国」匚知ってい

る
国に対する印象」を聞いた。

15）総合目標に関連する匚関心
・意欲・態度」，

「思考
・判断」，匚技能・表現」，「知識・理解」

の目標群も設定したが,紙幅の関係で省略した
。

また，匚指導計画・評価計画」の詳細も省略し
た。

16）調査は, 1997年３月21日に実施した。調査人
数は，34人である。

17）現行のグロ
ーバル教育では，匚内的な側面が

軽視されてきた
」という指摘がある。そこで，

本改造授業による児童の変容を主観的側面から
把握しようとした。

木村
一子「社会的見方・考え方の自己探究とし

てのグロ
ーバル教育－ワールド・スタディズ

(World Studies)の場合
一」全国社会科教育

学会『社会科研究』43号, 1995年, pp.61-70.
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